
　今の眼科医は忙しい。猛烈にといってもよいほどである。診断や治療が進歩

するのは素晴らしいことであるが，そのために以前より診療に多くの時間が必

要になっている。筆者の専門の網膜領域に限っても，以前は眼底検査，蛍光眼

底造影検査で十分であったものが，眼底自発蛍光検査，光干渉断層計検査，多

局所網膜電図検査などが加わり，診断に要する時間は確実に増加している。ま

た社会からの要求が高まり，治療前後には患者・家族に対して十分な時間をか

けて説明することが求められている。さらに，開業医であれば収益維持へのプ

レッシャー，大学勤務医であれば学生教育や研究に対する過剰な要求もある。

この環境下で，眼科すべての領域について，最新知識の習得が求められている

のである。

　現在，眼科関連の専門書が数多く出版され，インターネットから最先端情報

の取得も可能である。しかし，時間に余裕のないこの状況下で，自分の専門外

の領域について専門書を紐解くというのは容易なことではない。インターネッ

ト情報は玉石混淆であり，その中には明らかな誤りも少なくない。このような

ときに，ある眼科医から「自分は少なくとも眼科診療の基礎を備えている自信

はあるが，専門外領域については最先端知識があるという自信はない。専門外

領域について，最近変化した点についてだけまとめた本があれば，非常に助か

る」という言葉をいただいた。確かに，眼科専門医であれば，少なくとも各疾

患についての教科書的知識はあるので，そこに最近変化した情報が加わるだけ

で，各領域の基礎から最新までの知識が備わることになる。

　そこで，本書はそのことを目指して企画された。各項目の最初には，以前の

常識と現在の常識という表現で，過去 5 年間に変化したポイントがまとめてあ

る。極端にいえば，そこを見るだけでも，目的を達することができる。しかも，

本文でそのポイントについて，各領域の第一人者により詳しい解説がなされて

おり，決して奇を衒った意見が集められたわけではない。さらに深い情報を得

たい場合には，項目末尾の参考文献を当たれば容易に可能である。

　「学問に王道なし」は当然であり，自身で各領域の専門書を当たることは必要

である。しかし，多忙な状況ではそれは困難である。一方，患者には最先端の

情報を提供したい。そのジレンマを解決したい良心的な眼科医のために，本書

が益することを期待する。
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